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日
本
各
地
の
工
業
都
市
に
お
い
て
、
大
規
模
な
工
場
や

発
電
所
な
ど
の
産
業
施
設
の
立
地
に
よ
っ
て
特
徴
的
な

産テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ

業
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
地
域
の
心

象
風
景
へ
と
昇
華
あ
る
い
は
個
性
的
な
地
域
文
化
を
生
み

出
し
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
産
業
景
観
は
地
域
産

業
史
や
自
然
・
人
文
地
理
的
条
件
な
ど
地
域
特
性
の
反
映

体
で
あ
り
、
ま
さ
に
工
業
都
市
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
重
要
な
ア
イ
コ
ン
と
し
て
評
価
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
戦
後
の
一
大
土
木
事
業
で
あ
る
銅
山
川
疏

水
事
業
に
よ
っ
て
姿
を
現
し
た
紙
・
パ
ル
プ
工
業
都
市
、

愛
媛
県
四
国
中
央
市
の
産
業
景
観
に
注
目
し
て
み
た
い
。

紙
の
ま
ち
、
四
国
中
央
市
の
胎
動

│
伝
統
的
紙
漉
き
と
近
代
の
機
械
化

四
国
中
央
市
は
、
瀬
戸
内
海
工
業
地
域
の
一
角
、
文
字

通
り
四
国
の
中
央
部
に
広
が
る
宇
摩
平
野
の
中
心
都
市
で

あ
り
、
大
王
製
紙
株
式
会
社
を
中
心
と
す
る
紙
づ
く
り
の

町
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
1
9
6
0
年
代
、
当
地
の
臨

む
燧ひ

う
ち
な
だ灘の
沿
岸
に
近
代
港
湾
と
と
も
に
広
大
な
臨
海
工
業

地
帯
が
造
成
さ
れ
、
大
王
製
紙
を
は
じ
め
丸
住
製
紙
、
愛

媛
製
紙
な
ど
紙
・
パ
ル
プ
工
業
を
中
心
に
重
化
学
工
業
が

集
積
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
壮
大
な
産
業
景
観
が
形
成
さ

れ
て
い
る（
写
真
1
）。
大
王
製
紙
三
島
工
場
が
位
置
す
る

地
区
に
は
現
在
も
「
三
島
紙
屋
町
」
の
行
政
地
名
が
残
る
。

当
地
に
お
い
て
は
宝
暦
年
間
よ
り
、自
生
す
る
コ
ウ
ゾ
・

ミ
ツ
マ
タ
、
そ
し
て
金き
ん

生せ
い

川が
わ

の
清
澄
な
水
を
原
料
と
し
て

和
紙
が
漉す

か
れ
て
い
た
。
洋
紙
の
導
入
さ
れ
る
明
治
以
降

も
「
紙
聖
」
の
異
名
を
も
つ
開
明
的
製
紙
技
術
者
、
篠
原

朔
太
郎
（
1
8
6
5
〜
1
9
5
2
年
）
に
よ
り
、
洋
紙
製

造
用
の
叩ビ
ー
タ
ー

解
機
（
原
料
を
細
か
く
砕
く
機
械
）
、
そ
の
排

熱
を
利
用
し
た
回
転
式
三
角
型
蒸
気
乾
燥
機
な
ど
が
導
入

さ
れ
、
和
紙
の
生
産
が
し
ば
ら
く
存
続
し
て
い
る
点
は
興

味
深
い
。

銅
山
川
疏
水
事
業
│
戦
後
飛
躍
の
原
点

当
地
に
お
け
る
紙
・
パ
ル
プ
産
業
の
飛
躍
的
発
展
の
背

後
に
は
戦
後
の
大
規
模
な
土
木
事
業
が
あ
っ
た
。
水
不
足

を
克
服
す
べ
く
1
9
5
4
年
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工し

た
「
銅
山
川
疏
水

事
業
」
で
あ
る
。
標
高
1
2
0
0
ｍ
を
超
え
る
法
皇
山
脈

を
貫
通
し
宇
摩
平
野
に
至
る
長
大
な
導
水
ト
ン
ネ
ル
を
掘

削
し
、
約
6
㎞
南
を
流
れ
る
内
陸
河
川
、
吉
野
川
水
系
銅

山
川
に
ダ
ム
を
建
設
、
分
水
の
う
え
宇
摩
平
野
の
工
業
用

水
を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
良
質
の
用
水
は
、

紙
の
和
洋
を
問
わ
ず
紙
づ
く
り
の
生
命
線
で
あ
る
が
、
降

水
量
が
少
な
く
古
く
か
ら
旱か
ん

魃ば
つ

に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た

当
地
に
お
い
て
は
用
水
問
題
が
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。

地
元
住
民
の
宿
願
で
あ
っ
た
こ
の
疏
水
建
設
構
想
は
、
江

戸
末
期
の
安
政
年
間
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
か
け
て
地
元

の
庄
屋
ら
に
よ
っ
て
何
度
も
掲
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
資
金

難
や
水
利
権
問
題
に
幾
度
も
行
く
手
を
阻
ま
れ
、
そ
の
都

度
頓
挫
し
て
き
た
。
導
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
1
9
3
7
年

に
着
手
さ
れ
る
も
途
中
で
太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
中
断
、

戦
後
に
よ
う
や
く
再
開
す
る
。

紙
・
パ
ル
プ
産
業
を
生
ん
だ
一
大
土
木
事
業

│
四
国
中
央
市: 

疏
水
・
製
紙
・
発
電
が
形
づ
く
る
産
業
景
観
│
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興
味
深
い
の
は
、
機
械
す
き
和
紙
14
工
場
が
合
同
で
1

9
4
3
年
に
設
立
し
た
大
王
製
紙
の
創
業
者
、
井
川
伊
勢

吉
（
1
9
0
9
〜
1
9
9
0
年
）
が
疏
水
事
業
の
実
現
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
井
川
は
紙
づ
く
り
の

傍
ら
、
疏
水
事
業
を
「
第
二
の
社
業
」
と
位
置
付
け
、
銅
山

川
の
水
利
権
を
も
つ
徳
島
県
と
分
水
協
定
締
結
の
た
め
周

旋
す
る
な
ど
、
不
退
転
の
決
意
を
も
っ
て
事
業
推
進
の
原

動
力
と
な
っ
た
。
そ
し
て
1
9
5
0
年
に
は
い
よ
い
よ
通

水
式
が
挙
行
さ
れ
、
最
初
の
構
想
以
来
約
1
0
0
年
を
経

て
峰
の
向
こ
う
の
「
黄
金
の
水
」
が
い
よ
い
よ
宇
摩
平
野

に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

銅
山
川
疏
水
事
業
は
工
業
用
水
に
加
え
、
水
力
発
電
、

農
業
用
水
、
上
水
道
に
も
供
す
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
な
る
。
法
皇
山
脈
嶺
南
を
流
れ
る
銅
山
川
沿
川
に
3
基

の
ダ
ム
（
柳
瀬
ダ
ム
（
1
9
5
3
年
）
、
新
宮
ダ
ム
（
1
9

7
5
年
）
、
宮
郷
ダ
ム
（
2
0
0
0
年
）（
写
真
2
））
が
建

設
さ
れ
、
さ
ら
に
山
脈
を
貫
通
す
る
分
水
隧ず
い

道ど
う

と
導
水
路

を
通
過
・
北
進
し
た
水
は
銅
山
川
発
電
所
で
電
力
を
供
給

し（
写
真
3
）、
そ
の
余
水
は
生
活
用
水
に
利
用
さ
れ
た
。
ま

た
、
用
水
を
平
野
の
細
部
に
巡
ら
す
べ
く
小
規
模
の
水
路

橋
群
が
架
橋
さ
れ（
写
真
4
）、
さ
ら
に
既
存
の
水
田
灌か

ん

漑が
い

用
溜
池
（
土
居
池
、
新
池（
写
真
5
））
を
工
業
用
水
の
調
整

池
に
転
用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
施
さ
れ
て

い
る
。

加
え
て
、
1
9
6
7
年
に
は
海
岸
部
に
外
航
船
の
専
用

埠
頭
を
も
つ
近
代
港
湾
が
整
備
さ
れ
、大
王
製
紙
な
ど
紙
・

パ
ル
プ
工
場
を
中
心
と
す
る
巨
大
な
臨
海
工
業
地
帯
が
形

成
さ
れ
て
い
く
。
疏
水
建
設
と
築
港
の
工
事
費
の
多
く
を

大
王
製
紙
が
寄
付
・
負
担
し
て
い
る
点
も
特
筆
に
値
す
る

だ
ろ
う
。
港
湾
近
接
と
豊
か
な
工
業
用
水
の
獲
得
は
近
代

製
紙
業
の
理
想
的
な
立
地
条
件
で
あ
り
、
そ
の
下
地
と
な

る
基
盤
整
備
に
対
す
る
投
資
は
同
社
に
と
っ
て
も
十
分
に

回
収
が
見
込
め
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
実
際
、
1
9
5
7

年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
井
川
伊
勢
吉
は
、
疏
水
の
水
質
に

加
え
、
燃
料
石
炭
主
産
地
（
北
九
州
）
お
よ
び
大
消
費
地

（
大
阪
、
神
戸
）
へ
の
近
接
性
を
当
地
の
も
つ
地
の
利
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
困
難
な
大
事
業
を
主
体
的
に
敢
行
し
成

功
に
導
い
た
同
氏
の
慧け
い

眼が
ん

が
こ
こ
に
光
る
。

紙
・
パ
ル
プ
産
業
の
も
た
ら
し
た

個
性
的
な
地
域
文
化

ABSTRACT
In many industrial cities, distinctive 
industrial landscapes (technoscapes) 
have been formed. Some have been 
sublimated as locally-attached land-
scapes and have created unique cul-
tures. Industrial landscapes are refl ec-
tions of local industrial history, and 
entity of natural and human geograph-
ical conditions, being signifi cant icons 
of identity.  
This article focuses on Shikokuchuo 
City, the typical paper and pulp indus-
trial city, and quests for related indus-
trial culture. It emerged with the com-
pletion of major civil engineering 
projects after WWII. 

写真1　四国中央市の産業景観 

写真2　銅山川ダム群。（左）柳瀬ダム、（右上）宮郷ダム、（右下）新宮ダム 
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こ
の
大
事
業
が
戦
後
の
宇
摩
平
野
に
著
し
い
経
済
発
展

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
が
、
同
時
に
こ
の

地
に
個
性
的
な
地
域
産
業
文
化
を
生
み
出
し
、
特
有
の
風

景
を
形
成
し
て
い
る
。

疏
水
感
謝
祭
と
疏
水
公
園

1
9
5
3
年
の
柳
瀬
ダ
ム
完
成
を
記
念
し
、
発
電
所
の

東
約
1
0
0
ｍ
の
位
置
に
あ
る
上
柏
町
（
旧
上
分
村
）
に

「
疏
水
神
社
」
が
建
立
さ
れ
た
。
付
近
に
は
功
労
者
を
称
え

る
顕
彰
碑
も
設
置
さ
れ
、
周
辺
は
当
時
の
上
分
村
村
長
に

よ
っ
て
疏
水
公
園（
戸
川
公
園
）と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
毎
春
「
疏
水
感
謝
祭
」（
写
真
6
）
が
地
元
の
上
柏

公
益
会
に
よ
っ
て
催
さ
れ
て
い
る
。
製
紙
産
業
や
自
治
体

の
関
係
者
ら
約
1
0
0
名
が
疏
水
神
社
の
神
事
に
参
列

し
、
先
人
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
の
だ
。
式
典
の
後
は
恒
例
の

「
も
ち
投
げ
」
が
挙
行
さ
れ
、
多
く
の
周
辺
住
民
が
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。

ま
た
、
1
9
7
5
年
に
は
市
内
の
小
高
い
丘
陵
地
に
位

置
す
る
三
島
公
園
に
、
疏
水
組
合
歴
代
組
合
長
5
名
の
レ

リ
ー
フ
が
施
さ
れ
た
「
銅
山
川
疏
水
事
業
功
労
者
の
頌し
ょ
う
と
く徳

碑ひ

」
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
除
幕
式
に
お
い
て
、地
元
で
三

島
町
長
を
務
め
疏
水
組
合
長
と
し
て
も
長
く
そ
の
実
現
に

写真3　銅山川発電所（左）と同水圧鉄管（右）

写真4　銅山川疏水水路橋群。岡の坊水路橋（左）と山田川水路橋（右）

写真6　疏水神社で開催される疏水感謝祭 

写真5
既存の水田灌漑用
溜池を転用した新
池調整池（竣工1923
年・転用1975年）
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貢
献
し
た
合
田
鶴
太
郎
（
1
8
8
6
〜
1
9
7
9
年
）
が

「
疏
水
音
頭
」
な
る
も
の
を
披
露
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。

「
♪
安
政
こ
の
か
た
思
い
を
遂
げ
て

な
が
れ
な
が
れ
て

宇
摩
の
里（
後
略
）
」
と
い
う
歌
詞
に
、
参
列
し
た
一
味
同

心
の
井
川
伊
勢
吉
ら
は
感
涙
に
浸
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、

頌
徳
碑
の
裏
側
に
記
さ
れ
た
「
頌
徳
の
記
」
に
も
そ
の
記

述
は
な
く
、
地
元
で
の
継
承
例
も
残
念
な
が
ら
現
時
点
で

確
認
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、疏
水
の
守
護
神
を
祀
っ
た
神
社
が
神

事
や
民
謡
と
と
も
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、そ
の
恩
恵

の
大
き
さ
を
端
的
に
示
す
点
で
も
注
目
に
値
す
る
で
あ

ろ
う
。

紙
漉
唄
と
紙
祭
り

当
地
を
西
流
す
る
金
生
川
沿
川
で
は
近
世
よ
り
手
漉
き

和
紙
が
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
歌
わ
れ
た
「
紙
漉

唄
」
が
残
っ
て
い
る
。「
♪
伊
予
の
川
之
江
清
水
が
湧
く

よ
、
紙
の
よ
し
あ
し
水
次
第

♪
船
が
出
ま
す
よ
川
之
江

港
、
積
ん
だ
荷
物
は
紙
ば
か
り
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
リ

ズ
ム
は
即
興
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
溜
め
漉
き
や

叩こ
う

解か
い

な
ど
の
単
調
な
作
業
に
弾
み
を
つ
け
効
率
を
向
上
さ

せ
て
い
た
と
い
う
。
前
述
の
ビ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
る
機
械

化
が
進
む
以
前
は
早
朝
未
明
か
ら
こ
の
唄
が
至
る
と
こ
ろ

で
聞
こ
え
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
1
9
5
3
年
に
は
川
之
江
町
制
施
行
55
周
年
を

記
念
し
「
川
之
江
音
頭
」
が
当
時
の
町
助
役
、
三
好
弘
光

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の
名
物
名
所
の
ほ
か

「
♪
伊
予
の
川
之
江

紙
ど
こ
ろ
で
も

人
の
情
け
は

薄
く
な
い
」と
い
う
製
紙
関
連
の
歌
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。

1
9
7
4
年
に
は
愛
媛
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
演
歌
歌
手
、

松
山
恵
子
の
歌
で
レ
コ
ー
ド
化
も
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
1
9
7
8
年
か
ら

現
在
ま
で
市
の
中
心
部
で

「
川
之
江
ペ
ー
パ
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
（
現
・
四
国
中
央
紙
ま

つ
り
）
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る（
写
真
7
）。
毎
夏
、
水
と
ミ

ツ
マ
タ
が
会
場
内
に
設
置
さ

れ
た
紙
神
社
に
奉
納
さ
れ
、

神
事
に
続
い
て
紙
に
関
連
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
紙
製
品

の
展
示
・
即
売
会
な
ど
が
盛

大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
夜
に

実
施
さ
れ
る
「
紙
お
ど
り
」
で
は
「
♪
伊
予
の
川
之
江
紙

ど
こ
ろ

紙
は
よ
い
よ
い
福
の
神
」
の
は
や
し
に
合
わ
せ

参
加
者
が
情
熱
的
に
踊
り
続
け
る
。

こ
の
ほ
か
、
1
9
8
8
年
の
「
紙
の
ま
ち
資
料
館
」
開

館
、小
学
校
児
童
に
よ
る
手
す
き
和
紙
の
卒
業
証
書
作
り
、

高
校
生
が
毛
筆
の
美
し
さ
を
競
う
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
甲
子
園
」（
2
0
0
8
年
〜
）
、
紙
・
パ
ル
プ
産
業
観
光

と
工
場
夜
景
ツ
ア
ー
（
1
9
9
7
年
〜
）
な
ど
、
紙
・
パ

ル
プ
産
業
か
ら
派
生
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
産
業
都
市
特
有
の
地
域

文
化
と
し
て
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
が
、
同
時
に
〝
紙
の

ま
ち
〞
を
支
え
る
銅
山
川
疏
水
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
紙
づ

く
り
と
い
う
当
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
反
映
す
る

生
業
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
が
、
祭
事
や
民
謡
、
教
育
な

ど
を
通
じ
て
継
続
的
に
人
々
の
心
に
摺
り
込
ま
れ
、
強
化

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、こ
の
よ
う
な
〝
産
業
民
俗
〞
と
も
呼
べ
る
よ
う
な

独
特
の
地
域
文
化
は
日
本
特
有
の
現
象
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国
際
的
な
学
術
交
流
な

ど
を
通
し
て
多
角
的
な
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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